
浴
槽
・
浴
室
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

檜
創
建
、東
京
に
開
設

ＢＯＮＤＳ

スキンローション

肌荒れ鎮静化を促進

日
本
能
率
協
会「
ホ
テ
レ
ス
関
西
」

昨
年
復
活
、今
年
も
開
催

九
州
・
沖
縄
の
道
の
駅

グ
ラ
ン
プ
リ
開
催

Ｊ
Ａ
Ｆ
九
州
本
部

Ｉ
Ｔ
導
入
支
援

事
業
構
成
員
に

ク
リ
ッ
プ
ス



鮎が食べたい！

ＮＯ．

　
衛
生
材
料
・
機
器
、
環
境

改
善
商
材
な
ど
の
製
造
、
販

売
を
手
掛
け
る
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

（
ボ
ン
ズ
、東
京
都
中
央
区
）

は
こ
の
ほ
ど
、
無
香
料
、
ア

ル
コ
ー
ル
フ
リ
ー
で
、
水
の

よ
う
な
さ
ら
っ
と
し
た
つ
け

心
地
の
モ
イ
ス
チ
ャ
ー
ス
キ

ン
ロ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｎ
Ｏ
・


（
ナ
ン
バ
ー
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー

ン
）
」
を
販
売
し
、
活
用
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｏ
・

は
、
除
菌
、
消

臭
の
減
菌
効
果
が
あ
る
水
成

二
酸
化
塩
素
の
食
品
に
も
使

え
る
安
全
性
を
生
か
し
て
、

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
配
合
し

た
。
化
粧
水
の
中
で
も
０
・

５
％
と
高
濃
度
の
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
を
配
合
し
た
こ
と
が
特

徴
で
、
乾
燥
し
が
ち
な
肌
に

う
る
お
い
を
与
え
る
。

　
近
年
、
介
護
施
設
や
エ
ス

テ
サ
ロ
ン
な
ど
で
の
、
デ
リ

ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
に
お
い
や

肌
荒
れ
に
頭
を
悩
ま
す
状
況

を
察
し
、
「
保
湿
効
果
を
保
ち
肌
荒
れ
の
鎮
静
化
を
促
進

す
る
商
品
と
し
て
開
発
に
至

っ
た
」
と
同
社
。

　
使
い
方
は
、
１
回
１
、
２

プ
ッ
シ
ュ
を
目
安
に
コ
ッ
ト

ン
な
ど
に
と
っ
て
、
肌
に
な

じ
ま
せ
る
の
み
。
乳
液
や
ク

リ
ー
ム
を
使
用
す
る
こ
と
で

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
が
長
時
間
持

続
し
、
肌
を
み
ず
み
ず
し
く

保
つ
と
い
う
。

　
ま
た
、
水
成
二
酸
化
塩
素

の
前
駆
物
質
で
あ
る
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
配
合
し
た

こ
と
で
、
「
ア
レ
ル
ギ
ー
や

ニ
キ
ビ
の
肌
荒
れ
や
炎
症
を

抑
制
し
、
毛
穴
を
き
れ
い
に

保
ち
、
肌
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避

す
る
。
皮
脂
が
原
因
の
に
お

い
を
防
ぎ
、
雑
菌
の
繁
殖
を

抑
え
る
た
め
、
使
い
続
け
る

ご
と
に
衛
生
的
で
健
康
的
な

肌
へ
導
く
日
本
で
初
め
て
の

化
粧
品
」
と
い
う
。

　

＝
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン

は
、
「
創
造
性
」
の
意
味
を

含
み
、
「
前
向
き
な
気
持
ち

に
な
ろ
う
」
と
い
う
思
い
を

込
め
て
命
名
し
た
。

　
同
社
で
は
、
今
後
も
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
や
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
配
合
し
た
シ
リ
ー

ズ
の
製
品
開
発
に
取
り
組

む
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
先
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

☎
０
３
（
５
８
４
６
）
９
２

５
０
。

　
旬
を
迎
え
る
の
が
楽
し
み

な
食
材
た
ち
。中
で
も
今
、鮎あ

ゆ

が
お
い
し
い
時
期
。例
年
、初

夏
か
ら
秋
口
ま
で
、
鮎
釣
り

名
人
の
知
人
が
た
く
さ
ん
送

っ
て
く
だ
さ
る
の
だ
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
突
入
し
た
昨
年
以

降
、
旬
の
便
り
は
届
い
て
い

な
い
。
ご
高
齢
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　
「
今
年
、
ま
だ
鮎
食
べ
て

な
い
」と
妹
が
言
い
出
し
た
。

確
か
に
、
あ
の
ス
イ
カ
の
よ

う
な
芳
香
を
し
ば
ら
く
嗅
い

で
い
な
い
。
考
え
始
め
た
ら

無
性
に
食
べ
た
く
な
っ
て
、

速
攻
で
通
販
を
検
索
し
た
と

こ
ろ
、
天
然
鮎
の
お
値
段
に

ビ
ッ
ク
リ
！
　
１
㌔

尾
程

度
で
１
万
円
前
後
！

　
仕
方
な
く
、
琵
琶
湖
に
流

入
す
る
安
曇
川

あ
ど
が
わ

近
く
の
養
殖

場
か
ら
お
取
り
寄
せ
す
る
こ

と
に
。
養
殖
で
も
香
り
や
味

が
良
い
と
評
判
で
、
主
な
取

引
先
は
京
都
の
料
亭
だ
と
い

う
。
冷
凍
物
が
多
い
中
、
活い

け
締
め
の
氷
詰
め
な
の
も
決

め
手
に
な
っ
た
。

　
保
冷
ボ
ッ
ク
ス
で
到
着
し

た
鮎
は
、
美
し
く
黄
金
色
に

輝
い
て
い
た
。
パ
ッ
と
見
天

然
物
に
遜
色
な
い
。た
だ
、顔

つ
き
は
や
っ
ぱ
り
違
う
。
天

然
の
鮎
は
岩
石
の
表
面
の
コ

ケ
や
藻
を
こ
そ
げ
取
っ
て
食

べ
る
。
岩
に
「
食は

み
跡あ

と

」
と

呼
ば
れ
る
形
跡
を
残
す
ほ
ど

力
を
入
れ
る
の
で
、
顎
が
発

達
し
、
尖
っ
た
精
悍

せ
い
か
ん

な
顔
に

な
る
。
だ
が
人
間
に
与
え
ら

れ
た
餌
を
食
べ
て
い
る
養
殖

鮎
は
、顔
が
丸
っ
こ
い
の
だ
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
予
想
以

上
に
良
質
の
鮎
が
入
手
で
き

た
の
で
、
炭
火
で
焼
く
こ
と

に
。仕
舞
い
込
ん
で
あ
っ
た
、

珪
藻
土

け
い
そ
う
ど

で
で
き
た
長
方
形
の

七
輪
と
備
長
炭
を
引
っ
張
り

出
し
、
手
間
暇
掛
け
て
塩
焼

き
に
し
た
ら
、
炭
火
の
遠
赤

外
線
効
果
と
や
ら
で
、
ふ
っ

く
ら
超
美
味
。
口
福
な
ひ
と

時
で
あ
っ
た
。

　
今
回
通
販
の
鮎
を
調
べ
て

い
た
ら
、
鮎
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
う
ん
ち
く
情
報
も
ゲ

ッ
ト
で
き
た
。
例
え
ば
、
冬

の
琵
琶
湖
で
取
れ
る
３
～
６

㌢
ほ
ど
の
鮎
の
稚
魚
は
、
体

が
透
明
な
の
で
「
氷
魚

ひ
う
お

」
と

呼
ば
れ
、
シ
ラ
ス
同
様
釜
揚

げ
に
し
て
食
す
そ
う
だ
。
正

直
、
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か

っ
た
。

　
琵
琶
湖
に
は
２
種
類
の
鮎

が
い
る
。
流
入
河
川
を
遡
上

そ
じ
ょ
う

し
大
き
く
成
長
す
る
オ
オ
ア

ユ
と
、
湖
内
に
と
ど
ま
り
あ

ま
り
大
き
く
な
ら
な
い
コ
ア

ユ
の
２
種
。
そ
う
、
鮎
っ
て

鮭さ
け

み
た
い
に
川
を
遡
上
す
る

の
だ
。
実
は
稚
魚
期
を
河
口

付
近
の
海
で
過
ご
す
た
め
、

普
通
の
鮎
は
コ
ア
ユ
と
区
別

し
「
海
産
ア
ユ
」
と
も
呼
ば

れ
る
。
川
魚
で
草
食
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
稚
魚
は
海

で
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

食
べ
る
肉
食
な
の
だ
。

　
１
年
で
一
生
を
終
え
る
た

め
、
昔
は
鮎
を
「
年
魚

ね
ん
ぎ
ょ

」
と

呼
ん
だ
。
春
に
な
る
と
川
を

遡
上
し
、
コ
ケ
や
藻
を
食
べ

る
草
食
に
変
わ
る
。
さ
ら
に

上
流
へ
遡
上
し
た
後
、
８
月

末
ご
ろ
か
ら
秋
に
か
け
て
、

産
卵
の
た
め
中
流
に
下
る
。

「
落
ち
鮎
」や「
子
持
ち
鮎
」

と
は
こ
の
頃
の
物
だ
。

月

以
降

月
ご
ろ
ま
で
が
産
卵

期
で
、
産
卵
を
終
え
た
鮎
は

そ
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
る
。

卵
は
孵
化

ふ

か

す
る
と
河
口
に
流

さ
れ
、
稚
魚
は
春
に
遡
上
す

る
ま
で
海
で
過
ご
す
と
い
う

サ
イ
ク
ル
だ
。

　
鮎
は
縄
張
り
を
作
り
、
入

り
込
ん
で
来
た
鮎
に
体
当
た

り
し
て
追
い
出
そ
う
と
す

る
。
そ
の
習
性
を
利
用
し
た

の
が
、
囮お

と
り

鮎
を
使
う
「
友

釣
り
」
。
養
殖
鮎
で
天
然
鮎

を
釣
る
ワ
ケ
だ
か
ら
、
い
か

に
天
然
物
が
得
難
い
か
。
相

場
も
知
っ
て
、
貴
重
な
物
を

い
た
だ
い
て
い
た
ん
だ
と
改

め
て
感
謝
。
夏
中
に
、
天
然

鮎
を
食
べ
た
い
な
ぁ
。
い
っ

そ
の
こ
と
、
鮎
釣
り
に
挑
戦

す
る
か
！

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。
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関
東
甲
信
越
の
夏
祭
り

　
家
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
Ｆ
関
東
本
部

ス
タ
ジ
オ
伽
藍
裡

　
ク
リ
ッ
プ
ス
（
新
潟
県
新

潟
市
）
は
７
月

日
、
「
Ｉ

Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
２
０
２

１
」
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構

成
員
に
採
択
さ
れ
た
と
発
表

し
た
。
同
補
助
金
は
経
済
産

業
省
が
所
管
す
る
制
度
で
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
そ
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
や
、
顧
客
等

の
情
報
を
一
元
管
理
す
る
よ

う
な
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
導
入
に
活
用
で
き
る
。

　
補
助
金
の
申
請
に
あ
た
っ

て
ｘ
ｘ
ｘ
（
エ
イ
ジ
ィ
、
東

京
都
新
宿
区
）
を
幹
事
社
と

し
た
構
成
員
と
な
り
、
ｘ
ｘ

ｘ
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

シ
ス
テ
ム
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」
な
ど
と
共
に
、

ク
リ
ッ
プ
ス
の
サ
イ
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
「
ね
っ
ぱ
ん
！

＋
＋
」
や
宿
泊
管
理
シ
ス
テ

ム
「
ね
っ
ぱ
ん
！
イ
ー
ジ
ー

会
計
」
に
つ
い
て
も
補
助
金

申
請
が
可
能
に
な
る
。

　
各
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

か
ら
の
予
約
の
管
理
か
ら
、

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
部

屋
の
鍵
の
発
行
ま
で
を
行
え

る
。
ゲ
ス
ト
は
、
自
身
の
モ

バ
イ
ル
端
末
で
宿
泊
者
情
報

を
事
前
記
入
、
ホ
テ
ル
の
受

付
で
モ
バ
イ
ル
端
末
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
が
で
き
る
。

　
日
本
能
率
協
会
は
、
ホ
テ

ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
に
関

す
る
専
門
展
示
会
「
第

回

ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
シ

ョ
ー
＆
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
　
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
ｉ
ｎ
　
関
西
２

０
２
１
」
を
７
月

～

日

の
３
日
間
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス

大
阪
４
号
館
（
大
阪
市
住
之

江
区
）
で
開
い
た
＝
写
真
。

業
界
か
ら
の
要
望
に
応
え
る

形
で
昨
年
、

年
ぶ
り
に
復

活
。
今
年
も
引
き
続
き
開
催

し
た
。

　
関
西
圏
の
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
、
旅
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

小
売
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
が
来

場
。
３
日
間
の
合
計
来
場
者

は
４
０
３
２
人
で
、
前
回
比

１
１
３
％
（
前
回
３
５
８
０

人
）
と
な
っ
た
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け

た
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
セ
ミ
ナ
ー
も
行
わ
れ
た
。

　
浴
槽
・
浴
室
の
総
合
メ
ー

カ
ー
檜
創
建
（
岐
阜
県
中
津

川
市
）
は
こ
の
ほ
ど
、
東
京

都
内
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
開

設
し
た
。
名
称
は
、
「
ス
タ

ジ
オ
伽
藍
裡
（
が
ら
り
）
」

で
、
展
示
内
容
は
、
工
業
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
川
上
元
美
氏
に

よ
る
楕
円
形
浴
槽
の
新
作

「
Ｏ

Ｂ
ａ
ｔ
ｈ
（
オ
ー
バ

ス
）
ｔ
ｅ
ｎ
」
や
、
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
の
シ
ス
テ
ム
バ
ス

「
ｓ
ｕ
ｋ
ｉ

ｙ
ａ
」
シ
リ

ー
ズ
の
特
別
仕
様
の
浴
室
な

ど
計
３
槽
を
展
示
。
展
示
替

え
も
予
定
し
て
い
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
展
示

会
が
減
少
し
、
情
報
発
信
の

場
が
少
な
く
な
っ
た
。ま
た
、

今
ま
で
メ
イ
ン
市
場
と
も
言

え
る
東
京
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

が
な
か
っ
た
こ
と
も
開
設
の

理
由
」
と
同
社
の
小
栗
幹
大

社
長
。
今
後
は
、
「
東
京
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
併
せ
て
、

最
近
開
設
を
し
た
大
阪
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
を
通
じ
て
、
積

極
的
な
情
報
発
信
に
努
め

る
」
と
し
た
。

　
ス
タ
ジ
オ
伽
藍
裡
の
住
所

は
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田

猿
楽
町
１
の
３
の
１
。
営
業

時
間
は
、
午
前

時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
。
水
曜
日
と
日

曜
日
が
定
休
日
と
な
っ
て
い

る
。
完
全
予
約
制
。

　
ス
タ
ジ
オ
伽
藍
裡
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、
檜

創
建
☎
０
３
（
５
５
７
７
）

４
３
２
６
、
も
し
く
は
同
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://ww

w.hinokisoken.jp/

）
。

　
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
）
の
関
東
本
部
は
７
月


日
、
「
関
東
甲
信
越
　
夏
の

お
祭
り
を
め
ぐ
る
～
お
う
ち

ｄ
ｅ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
～
」

を
開
始
し
た
。
関
東
甲
信
越

で
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
祭

り
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介

し
、
祭
り
や
観
光
に
関
す
る

ク
イ
ズ
に
正
解
す
る
と
特
産

品
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
９
月


日
ま
で
実
施
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
、
縮
小
し
て
い
る
な
か
、

足
を
運
ぶ
の
は
難
し
く
て
も

自
宅
で
祭
り
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
企
画
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
と
観
光
協
定
を
締

結
し
て
い
る
関
東
甲
信
越
の


自
治
体
と
協
力
し
、
例
年

の
祭
り
を
紹
介
。
祭
り
や
観

光
の
ク
イ
ズ
で
取
得
で
き
る

ス
タ
ン
プ
を

個
集
め
る

と
、
自
治
体
の
特
産
品
や
祭

り
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
で
き
る
。

　
参
加
自
治
体
は
、
新
潟
県

柏
崎
市
、
長
野
県
上
田
市
、

茨
城
県
大
子
町
・
常
陸
大
宮

市
、
栃
木
県
小
山
市
、
群
馬

県
桐
生
市
・
み
ど
り
市
、
埼

玉
県
行
田
市
、千
葉
県
旭
市
、

東
京
都
八
王
子
市
、
山
梨
県

韮
崎
市
・
山
梨
市
の

市
町
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
で
は
、
６
３
０
の

自
治
体
と
観
光
協
定
を
結

び
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
に
向
け
地

域
の
情
報
を
発
信
す
る
な
ど

地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

企
画
を
実
施
し
て
い
る
。

　
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
）
の
九
州
本
部
は
、
Ｊ
Ａ

Ｆ
と
優
待
協
定
の
あ
る
九
州

・
沖
縄
各
県
内
の
道
の
駅
か

ら
Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
が
選
ぶ
「
イ

チ
オ
シ
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
２
１
」
を
７
月

日
か

ら
９
月

日
ま
で
実
施
し
て

い
る
。
九
州
・
沖
縄
「
道
の

駅
」
連
絡
会
駅
長
会
と
の
共

催
。
地
域
振
興
と
ド
ラ
イ
ブ

旅
行
の
促
進
が
目
的
。

　
２
０
１
４
年
か
ら
開
催
し

て
い
る
企
画
。
投
票
の
多
か

っ
た
上
位
３
カ
所
の
道
の
駅

と
各
県
１
位
の
道
の
駅
を
表

彰
す
る
。

　
投
票
者
の
中
か
ら
抽
選
で


人
に
３
千
円
相
当
の
「
道

の
駅
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。


